
 
 
 

高浜発電所１号機 計画的な電気出力の抑制に関する時系列 
 
 
３台ある給水ポンプ・給水ブースタポンプのうち、通常運転に必要な２台の給水ポンプ・給水ブースタポンプ
を連続運転中（ＡおよびＢポンプを運転、Ｃは予備機として待機中） 
 
●１月２１日 
 ２３時２５分頃 Ｂ－給水ブースタポンプ入口配管近傍より僅かな蒸気漏れ 

（保温材より蒸気の立ち昇り）を発見 
 
●１月２２日 
   ０時４６分 待機中のＣ－給水ポンプ・給水ブースタポンプを起動 
   １時２９分 運転中のＢ－給水ポンプ・給水ブースタポンプを停止 

以降、運転状態のＡ・Ｃ給水ポンプ・給水ブースタポンプの運転状態を適宜点検 
   ２時００分 Ｂ－給水ブースタポンプ入口配管の隔離を開始 
３時００分 Ｂ－給水ブースタポンプ入口配管の隔離が完了 

 
５時００分 現場点検していた運転員がＡ－給水ブースタポンプのグランド部から２次冷却水の 

漏えい量が通常よりも多いことを確認 
現場に滞在していた保修課員も同上を確認 
（排水管からの漏えい量:うどん１本→うどん３～４本に増加） 

５時３０分 当直課⾧が電気出力４０％までの負荷抑制が必要と判断 
 

９時０５分 電気出力の負荷降下を開始 
１２時２２分 電気出力４０％に到達（以降、４０％出力保持を継続） 
１３時０４分 Ａ－給水ポンプ・給水ブースタポンプを停止 

 
１５時００分 Ａ－給水ポンプ・給水ブースタポンプの隔離を開始 
１６時００分 Ａ－給水ポンプ・給水ブースタポンプの隔離が完了 

 
 

●１月２３日 
１時４０分 Ｂ－給水配管内の水温が低下したためブロー開始 
７時３０分 Ｂ－給水配管内のブロー完了 
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機器配置図 タービン建屋４．０ｍ拡大図

：枠組みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。
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給水系統図
（漏えい想定箇所近傍）

：枠組みの範囲は機密に係る事項ですので公開することはできません。
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脱気器より 脱気器より

漏えい箇所

１号機 B給水ブースタポンプ入口配管詳細図

ベント弁
FW-208

給水ブースタポンプへ

溶接部

グレーチング

＜拡大図＞

合流管

管台

ベント管

ベント管
・材質：炭素鋼
・口径：21.7mm
・厚さ：2.8mm

合流管
・材質：炭素鋼
・口径：711.2mm
・厚さ：12.0mm

給水管
・材質：炭素鋼
・口径：508.0mm
・厚さ：10.0mm

合流管
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１号機 A給水ブースタポンプグランド漏れ状況

グランド漏れの状況
・1/22 5時頃 グランド漏れ量増加確認
（通常：うどん１本程度⇒うどん３～４本程度）

・以降、1/22 13:04 Ａ給水ブースタポンプ停止までの
間は、漏れ量に変化はない。
（現場滞在の運転員・保修課員が約３０分毎に確認）

・現時点においても漏れ量に変化はない。

Ａ給水ブースタポンプ
グランド部

ａへ

ａより

Ａ給水ブースタポンプ
グランド漏れ排水管

ｂへ

ｂより

拡大
うどん３～４本程度
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軸スリーブ

パッキン押え

グランドパッキン
バランス管

クエンチング水

ランタンリング

主軸

系統水

シール水

クエンチング水

グランド漏れ排水管

羽根車

シール水

軸受

【グランド部 構造図】
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バランス管

吸込

吐出

ドレン

シール水入口

回転部

シール水

【ポンプ 構造図】
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22(月） 23(火） 24(水） 25(木） 26(金） 27(土） 28(日） 29(月） 30（火） 31（水） 1（木） 2（金）

１．

２． 足場設置、保温解体

３．

４．

５．

６．

７．

１．

２．

３．

４．

高浜1号機　主給水ブースタポンプ点検スケジュール(案）

原因究明・対策検討

系統復旧・ポンプ確認運転

※作業進捗状況により、変更の可能性あり。

原因究明・対策検討

モータ吊り上げ

2月
２０２４年

配管切出し、工場発送

系統隔離ブロー

【Ｂ－ＦＷＢＰ入口配管点検】

漏えい箇所調査

【Ａ－ＦＷＢＰグランド部点検】

系統隔離ブロー

グランド部点検

１月

発電機出力

配管修繕

01：29 ポンプ停止

定格熱出力一定運転

４０％

13:04 ポンプ停止

ＶＴ、ＰＴ

▽工場へ切出し配管を発送

09：06

12：22

▽工場での原因調査
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